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診断 

項目 

判         定 

Ａ(危険性はない・低い) 
Ｂ(危険性がある) 

Ｃ(危険である) 

①  

倒木・

幹の傾

き 

 

 

 

 

 

 

 
幹の傾斜は見られない(サクラ) 

 

 

 

 

 

 

 

幹の傾斜が見られる(サクラ) 

 

 

 

 

 

 

 
幹の傾斜が著しい(サクラ) 

 

 

 

 

 

 

 
幹の傾斜は見られない 

 

 

 

 

 

 

 

樹木全体が大きく傾斜してい
る 

 

 

 

 

 

 
 

既に倒壊している 

 

 

 

 

 

 

 
幹の傾斜は見られない 

 

 

 

 

 

 

 

幹の傾斜が見られる(イチョ
ウ) 

 

 

 

 

 

 

 
幹の傾斜が著しい(イチョウ) 

・ほとんどの樹木に幹の傾きは
見られない。 ・一部の樹木に軽度な幹の傾き

が認められるが、目立たない。 
・利用者に対する倒木のリスク
はない又は極めて低い。 

・一部の樹木に軽度な幹の傾きが見られる。 ・一部の樹木にやや大きい幹の湾曲・傾きが見られるが、
倒木の危険性は低い。 

・幹が大きく傾斜している樹木が目立つ。 ・人の利用するエリアの植栽地で、湾曲や傾きが大きく、
倒木の危険性が高い樹木が見られる。 

 

 

１１..  利利用用者者へへののリリススクク      
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⑤-3 公園外から公園内への見通しを確保する 現状  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

問題点 ・出入口部分の植栽密度が高く、枝葉が繁茂して公園内を見通せない状態となっており、防

犯上問題である。 
・公園に近寄りがたい雰囲気となっており、利用の低下を招いている。 

 

 

目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策案 ・公園外周の高木の剪定、中木の間引きを行って、公園内への見通しを高め、明るい雰囲気

のある公園に再生する。 
・正面の高木を除伐し、公園の中心施設である休養施設の存在感を高める。 
・背景をなす山並みへの眺望を回復させる。 

  

出入口部分に高中木が
高密に列植されており、
周辺から公園内部が見通
せない 

公園の中心施設である休
憩施設周辺が、高密化し
た樹林で見通せない状態
になっている 

出入口部分の高中木を間引き・剪定して、外部からの見通しを確保する 
特に鬱蒼とした環境を造り出している高木を除去し、出入口から主要施設が見

通せる状態にする 

正面部分を花壇等で修景し、見通し効果を高める 
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  ((４４））ウウォォーーククススルルーー調調査査・・診診断断 

 

 

    

  

  

  【【解解説説】】  

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ウォークスルー調査・診断では、「「調調査査メメンンババーーのの設設定定」」、、「「調調査査のの実実施施」」、、「「植植栽栽地地のの診診

断断・・判判定定シシーートトへへのの記記載載とと問問題題点点のの共共有有」」、、「「計計画画にに反反映映ささせせたたいい植植栽栽地地のの洗洗いい出出しし」」を行

います。 
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公公園園植植栽栽地地のの創創造造的的管管理理計計画画策策定定のの手手引引きき((案案))    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

令令和和８８年年５５月月  

  

  

  

((一一社社))ラランンドドススケケーーププココンンササルルタタンンツツ協協会会  

公公園園樹樹木木長長寿寿命命化化技技術術研研究究特特別別委委員員会会  

  

本冊子の無断複製・転載・転用は固くお断りいたします。 




